
刑
事
政
策
に
お
け
る
更
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緊
急
保
護
の
現
代
的
役
割
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九
五
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刑
事
政
策
に
お
け
る
更
生
緊
急
保
護
の
現
代
的
役
割
に
つ
い
て

尾　
　

田　
　

清　
　

貴

1
．
は
じ
め
に

2
．
起
訴
猶
予
処
分
の
現
状

3
．
更
生
緊
急
保
護
の
現
状

4
．
起
訴
猶
予
者
に
対
す
る
更
生
緊
急
保
護
の
現
状

5
．
現
代
的
役
割
に
つ
い
て

1
．
は
じ
め
に

犯
罪
情
勢
の
悪
化
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
一
五
年
九
月
、
犯
罪
対
策
閣
僚
会
議
が
設
置
さ
れ
、
一
二
月
に
「
犯
罪
に
強
い
社
会
の
実

現
の
た
め
の
行
動
計
画
│
「
世
界
一
安
全
な
国
、
日
本
」
の
復
活
を
目
指
し
て
│
」
を
、
そ
の
五
年
後
の
二
〇
年
一
二
月
に
は
、
五
年
間

論　

説

〈
刑
事
政
策
〉
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日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
六
年
十
月
）

（
六
九
六
）

の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
、「
犯
罪
に
強
い
社
会
の
実
現
の
た
め
の
行
動
計
画

二
〇
〇
八
」
を
策
定
し
、
平
成
二
四
年
七
月
に
は
「
再
犯
防
止
に
向
け
た
総
合
対

策
」
を
策
定
し
、
関
係
諸
機
関
の
連
携
に
よ
る
総
合
的
な
再
犯
防
止
対
策
の
取
組
方

針
を
示
す
と
と
も
に
、
対
象
者
の
特
性
に
応
じ
た
指
導
及
び
支
援
の
強
化
等
を
重
点

施
策
に
掲
げ
て
い
る
（
1
）

。

そ
の
翌
年
の
平
成
二
五
年
五
月
に
は
「
犯
罪
に
強
い
社
会
の
実
現
の
た
め
の
新
た

な
行
動
計
画
の
策
定
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
」
を
決
定
し
、
平
成
二
五
年
一
二
月
に

は
、
同
会
議
に
お
け
る
取
り
ま
と
め
を
経
て
、「「
世
界
一
安
全
な
日
本
」
創
造
戦

略
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
再
犯
防
止
対
策
等
を
重
点
取
組
分
野
と
す
る
と
の
基
本
方

針
を
示
し
た
。
さ
ら
に
、
昨
年
（
平
成
二
六
年
）
一
二
月
に
は
「
宣
言
：
犯
罪
に
戻

ら
な
い
・
戻
さ
な
い
〜
立
ち
直
り
を
み
ん
な
で
支
え
る
明
る
い
社
会
へ
〜
」
を
決
定

し
て
い
る
（
2
）

。

過
去
三
回
に
わ
た
る
犯
罪
対
策
に
か
か
る
閣
僚
会
議
が
策
定
し
た
行
動
計
画
の
背

景
に
は
、
日
本
の
犯
罪
情
勢
は
全
体
と
し
て
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
年
齢
構

成
別
に
見
る
と
六
四
歳
未
満
の
年
代
層
で
は
、
四
〇
〜
四
九
歳
代
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で

は
あ
る
が
、
高
齢
者
に
よ
る
犯
罪
の
増
加
、
満
期
出
所
者
に
よ
る
再
犯
率
の
高
さ
と
、

い
わ
ゆ
る
振
り
込
め
詐
欺
の
高
止
ま
り
傾
向
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
依
然
と
し
て
体
感

表⑴　一般刑法犯　検挙人員の推移（年齢層別）

注　 1　警察庁の統計及び警察庁交通局の資料による。

2　犯行時の年齢による。

四
六
四



刑
事
政
策
に
お
け
る
更
生
緊
急
保
護
の
現
代
的
役
割
に
つ
い
て
（
尾
田
）

（
六
九
七
）

治
安
の
改
善
に
至
っ
て
い
な
い
現
状
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

表
⑴
（
3
）

は
、
一
般
刑
法
犯
に
つ
い
て
、
年
齢
層
別
の
検
挙
人
員
の
推
移
（
最
近
二
〇

年
間
）
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
高
齢
者
の
検
挙
人
員
は
、
他
の
年
齢
層
と
異
な
り
、

平
成
八
年
以
降
増
加
が
著
し
か
っ
た
が
、
一
九
年
か
ら
は
お
お
む
ね
横
ば
い
で
推
移

し
、
二
六
年
は
四
万
七
、二
五
二
人
（
前
年
比
二
・
二
％
増
）
と
な
っ
た
も
の
の
、
七
年

の
検
挙
人
員
の
約
四
倍
で
あ
り
、
成
人
の
他
の
年
齢
層
と
比
較
し
て
最
も
多
か
っ
た
。

表
⑵
は
、
平
成
一
七
年
か
ら
二
六
年
の
刑
法
犯
、
及
び
窃
盗
犯
の
検
挙
人
員
の
推

移
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
総
数
・
二
〇
歳
未
満
・
六
〇
歳
以
上
に
つ
い
て
見
た
も
の

で
あ
る
。

刑
法
犯
総
数
で
見
る
と
、
平
成
一
七
年
に
三
八
六
、九
五
五
件
で
あ
っ
た
も
の
が
、

平
成
二
六
年
に
は
、
二
五
一
、一
一
五
件
と
六
四
・
九
％
と
約
三
分
の
二
に
減
少
し
て

い
る
。
二
〇
歳
未
満
の
者
に
つ
い
て
見
る
と
、
平
成
一
七
年
の
検
挙
件
数
と
比
較
す

る
と
三
九
・
二
％
と
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
が
、
六
〇
歳
以
上
の
者
で
は
、
平
成

二
三
年
ま
で
は
ほ
ぼ
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
二
三
年
の
七
〇
、〇
五
四
件
を
ピ
ー

ク
に
減
少
し
、
平
成
二
六
年
に
は
六
二
、三
三
八
件
と
減
少
し
た
も
の
の
、
二
〇
歳

未
満
の
少
年
の
一
・
二
八
倍
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
窃
盗
犯
に
つ
い
て
見
る
と
、
平
成
一
七
年
か
ら
二
六
年
の
一
〇
年
間
で
見

表⑵　刑法犯及び窃盗犯の年齢別検挙人員の推移（平成17 ～ 26年）
刑法犯総数 窃　盗

総　数 20歳未満 60歳以上 総　数 20歳未満 60歳以上
平成17年 386,955 124,522 63,250 194,119 71,450 38,239
平成18年 384,250 113,551 67,453 187,654 62,951 40,429
平成19年 365,577 103,884 69,198 180,446 58,416 41,997
平成20年 339,752 91,462 69,382 174,738 52,785 44,388
平成21年 332,888 90,844 68,504 178,823 55,047 44,205
平成22年 322,620 86,394 68,725 175,214 52,674 46,155
平成23年 305,631 78,186 70,054 168,514 47,999 47,883
平成24年 287,021 65,983 68,265 153,864 38,602 47,099
平成25年 262,486 56,901 63,126 138,847 33,321 43,750
平成26年 251,115 48,843 62,338 131,490 28,419 43,131
※　警察庁・犯罪統計書から筆者が作成
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日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
六
年
十
月
）

（
六
九
八
）

る
と
、
刑
法
犯
の
状
況
と
同
じ
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
特
に
、
平
成
二
四
年
以
降
で
は
、
六
〇
歳
以
上
の
者
の
割
合
が
二
〇
歳
未
満
の
少

年
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、
一
・
五
二
倍
の
四
三
、一
三
一
件
で
あ
っ
た
（
4
）

。

表
⑶
（
5
）

は
、
平
成
二
六
年
に
お
け
る
高
齢
者
の
一
般
刑
法
犯
検
挙
人
員
の
罪
名
別
構
成
比
を
男
女
別
に
見
た
も
の
で
あ
る
。
総
数
と
比
べ

て
、
高
齢
者
で
は
窃
盗
の
割
合
が
高
い
が
、
特
に
女
子
で
は
、
約
九
割
が
窃
盗
で
あ
り
、
し
か
も
万
引
き
に
よ
る
者
の
割
合
が

八
二
・
七
％
と
際
立
っ
て
高
い
。

高
齢
者
の
万
引
き
に
至
る
背
景
や
被
害
額
な
ど
に
関
し
て
は
、（
4
）で
引
用
し
て
い
る
拙
稿
の
（
3
．
高
齢
者
の
お
か
れ
て
い
る
現
状

一
五
三
〜
一
六
二
頁
）
に
詳
述
し
て
い
る
の
で
参
考
に
さ
れ
た
い
。

表
⑷
は
、
平
成
二
二
年
〜
二
六
年
の
五
年
間
に
刑
務
所
に
収
容
さ
れ
た
新
受
刑
者
の
推
移
を
総
数
と
六
〇
歳
以
上
の
者
に
つ
い
て
比
較

し
た
も
の
で
あ
る
。
総
数
で
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
六
〇
歳
以
上
が
占
め
る
割
合
は
、
平
成
二
二
年
の
一
五
・
一
％
か
ら
毎
年
増

加
し
て
お
り
、
平
成
二
六
年
に
は
、
一
七
・
二
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
男
性
・
女
性
に
つ
い
て
新
受
刑
者
に
占
め
る
六
〇
歳
以
上
の

者
の
割
合
で
見
る
と
、
男
性
よ
り
も
女
性
の
割
合
が
毎
年
四
％
以
上
高
く
な
っ
て
お
り
、
六
〇
歳
以
上
の
女
性
の
新
受
刑
者
は
実
数
で
も

増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
再
犯
を
防
ぐ
た
め
の
効
果
的
な
起
訴
猶
予
の
あ
り
方
を
更
生
緊
急
保
護
の
活
用
と
言
う
手
法
で
検
討
し
て
み
た

い
。
と
り
わ
け
、
再
犯
を
防
止
す
る
た
め
に
着
目
さ
れ
て
い
る
就
労
機
会
の
確
保
と
居
住
先
の
確
保
が
困
難
な
高
齢
者
犯
罪
者
に
つ
い
て

検
討
す
る
こ
と
は
意
味
が
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

四
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刑
事
政
策
に
お
け
る
更
生
緊
急
保
護
の
現
代
的
役
割
に
つ
い
て
（
尾
田
）

（
六
九
九
）

総数 60歳以上
総数 男 女 総数 男 女

平成22年 27,079 24,873 2,206 4,093 3,699 394
平成23年 25,499 23,273 2,226 4,069 3,639 430
平成24年 24,780 22,565 2,225 4,127 3,681 446
平成25年 22,756 20,643 2,112 3,962 3,507 455
平成26年 21,866 19,744 2,122 3,771 3,314 457

表⑷　新受刑者の年齢動向

※　矯正統計年報27年半から筆者作成

表⑶　一般刑法犯　高齢者の検挙人員の罪名別構成比（男女別）

注　 1　警察庁の統計及び警察庁交通局の資料による。

2　犯行時の年齢による。

3　「横領」は，遺失物等横領を含む。

4　（　）内は，実人員である。
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日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
六
年
十
月
）

（
七
〇
〇
）

2
．
起
訴
猶
予
処
分
の
現
状

表
⑸
は
、
平
成
一
七
年
か
ら
二
六
年
ま
で
の
一
〇
年
間
の
一
般
刑
法
犯
に
お
け
る
起
訴
率
及
び
起
訴
猶
予
率
を
見
た
も
の
で
あ
る
が
、

平
成
二
二
年
か
ら
起
訴
猶
予
処
分
に
付
さ
れ
る
者
の
割
合
が
、
起
訴
さ
れ
る
者
の
割
合
を
上
回
っ
て
お
り
、
平
成
二
六
年
に
は
ほ
ぼ
半
分

の
者
〈
五
〇
・
六
％
〉
が
起
訴
猶
予
と
な
っ
て
い
る
。

表
⑹
（
6
）

は
、
平
成
二
六
年
の
一
般
刑
法
犯
の
起
訴
猶
予
率
を
罪
名
別
に
見
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
年
齢
層
別
に
見
た
も
の
で
あ
る
。
高
齢

者
の
起
訴
猶
予
率
は
、
一
般
刑
法
犯
全
体
で
六
五
歳
未
満
の
年
齢
層
よ
り
も
高
く
、
窃
盗
に
お
い
て
特
に
そ
の
差
が
大
き
い
。

表
⑺
は
、
平
成
二
六
年
に
起
訴
猶
予
処
分
に
付
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
、
初
犯
者
・
前
科
者
に
つ
い
て
、
年
齢
別
・
性
別
に
見
た
も
の
で

あ
る
。
刑
法
犯
総
数
で
は
、
起
訴
猶
予
者
に
占
め
る
前
科
者
の
割
合
は
、
三
〇
・
二
％
、
六
五
〜
六
九
歳
で
は
、
四
二
・
二
％
、
七
〇
歳
以

上
で
は
三
四
・
二
％
で
あ
っ
た
。
窃
盗
犯
に
つ
い
て
こ
れ
を
見
る
と
、
二
八
・
一
％
と
二
・
一
ポ
イ
ン
ト
低
く
な
っ
て
い
る
。
六
五
〜
六
九

歳
で
は
三
六
・
五
％
、
七
〇
歳
以
上
で
は
三
〇
・
六
％
と
、
そ
れ
ぞ
れ
五
・
七
、
三
・
六
ポ
イ
ン
ト
低
く
な
っ
て
い
る
。

初
犯
で
起
訴
猶
予
に
な
る
者
の
割
合
は
、
刑
法
犯
総
数
で
は
、
六
九
・
八
％
、
窃
盗
犯
で
は
七
一
・
九
％
で
あ
っ
た
が
、
七
〇
歳
以
上
の

者
に
つ
い
て
見
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
六
五
・
八
％
と
高
い
数
値
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
起
訴
猶
予
（
処
分
）
と
は
、
検
察
官
が
起
訴
・
不
起
訴
を
決
定
す
る
際
に
、
公
訴
を
提
起
す
る
に
足
り
る
被
疑
事
実
が
証

拠
に
基
づ
き
明
白
な
場
合
に
お
い
て
、
訴
訟
条
件
が
具
備
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
検
察
官
の
裁
量
に
よ
り
起
訴
し
な
い
こ
と
を
認

め
る
制
度
（
処
分
）
で
あ
り
、
刑
事
訴
訟
法
二
四
八
条
は
、
①
被
疑
者
の
性
格
、
②
年
齢
及
び
境
遇
、
③
犯
罪
の
軽
重
及
び
④
情
状
並
び

に
⑤
犯
罪
後
の
情
況
に
よ
り
訴
追
を
必
要
と
し
な
い
と
き
に
検
察
官
が
行
う
不
起
訴
処
分
で
あ
る
（
刑
事
訴
訟
法
第
二
四
八
条
、
事
件
事
務

四
六
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刑
事
政
策
に
お
け
る
更
生
緊
急
保
護
の
現
代
的
役
割
に
つ
い
て
（
尾
田
）

（
七
〇
一
）

表⑺　起訴猶予処分に付された者の初犯者・前科者の年齢・性別人員（平成26年）
総　数 60 ～ 64歳 65 ～ 69歳 70歳以上

計 男 女 不詳 男 女 男 女 男 女

総　数

計 112,449 92,336 20,099 14 6,136 1,251 5,185 1,302 8,313 3,265

初犯者 80,655 62,620 18,035 3,230 1,097 2,598 1,142 4,636 2,898

前科者 31,762 29,699 2,063 2,906 154 2,587 159 3,677 368

不　詳 32 17 1 14 1

刑法犯

計 79,210 64,465 14,734 11 4,246 1,039 3,549 1,112 6,098 2,894

初犯者 55,240 42,108 13,132 2,161 917 1,720 973 3,353 2,562

前科者 23,946 22,345 1,061 2,085 122 1,829 138 2,745 332

不　詳 24 12 1 11 1

窃　盗

計 36,296 26,116 10,170 5 1,819 777 1,672 898 3,720 2,599

初犯者 26,092 17,079 9,013 967 680 847 784 2,097 2,290

前科者 10,197 9,031 1,166 852 97 825 112 1,623 309

不　詳 7 6 1 5 1

※　検察統計年報27年版から筆者が作成

表⑸　一般刑法犯の起訴率・起訴猶予率の推移

※　検察統計年報27年版から筆者作成

表⑹　一般刑法犯　起訴猶予率（罪名別、年齢層別）

注　 1　検察統計年報による。

2　犯行時の年齢による。

3　グラフ上の点線は，全体の起訴猶予率である。
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日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
六
年
十
月
）

（
七
〇
二
）

規
程
（
法
務
省
訓
令
）
第
七
五
条
二
項
二
〇
号
（
7
）

）
と
し
て
い
る
。

本
制
度
の
目
的
は
、
証
拠
は
十
分
で
は
あ
っ
て
も
、
被
疑
者
の
状
況
か
ら
、
敢
え
て
手
続
き
を
終
了
さ
せ
て
、
自
発
的
更
生
に
期
待
す

る
と
共
に
、
刑
事
司
法
過
程
が
も
た
ら
す
ラ
ベ
リ
ン
グ
作
用
を
回
避
す
る
こ
と
を
狙
い
と
す
る
点
に
あ
る
。
そ
れ
故
、
法
的
性
格
は
、
特

別
予
防
（
8
）

と
も
言
え
る
。

具
体
的
に
は
、
ア
初
犯
で
あ
る
か
、
前
科
・
前
歴
が
な
い
（
少
な
い
か
、
あ
っ
て
も
長
期
間
が
経
過
し
て
い
る
）、
イ
被
害
が
軽
微
で
あ
り
、

損
害
回
復
や
賠
償
が
為
さ
れ
て
い
る
（
示
談
が
成
立
し
て
い
る
）
こ
と
、
ウ
被
疑
者
の
真
摯
な
謝
罪
を
被
害
者
が
受
け
容
れ
て
い
る
こ
と
、

エ
被
疑
者
の
家
族
等
が
再
犯
を
犯
さ
な
い
よ
う
監
護
す
る
意
思
を
上
申
書
で
示
し
て
い
る
こ
と
、
オ
被
害
者
が
公
式
の
手
続
を
望
ま
な
い

こ
と
を
上
申
書
で
示
し
て
い
る
こ
と
、
カ
被
疑
者
の
年
齢
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
て
、
起
訴
猶
予
処
分
の
決
定
が
為
さ
れ
て
い
る
。

起
訴
猶
予
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
様
に
起
訴
猶
予
を
認
め
な
い
「
起
訴
法
定
主
義
」（
訴
訟
条
件
及
び
犯
罪
の
嫌
疑
が
あ
る
場
合
、
必

ず
起
訴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
法
制
）
を
採
用
し
て
い
る
国
も
あ
る
が
、
我
が
国
は
、
起
訴
猶
予
を
認
め
る
「
起
訴
便
宜
主
義
（
9
）

」
を
採

用
し
て
い
る
。（
刑
事
訴
訟
法
第
二
四
八
条
）。
た
だ
、
検
察
官
に
対
す
る
広
範
な
裁
量
の
付
与
は
濫
用
的
行
使
の
危
険
〈
い
わ
ゆ
る
、
公
訴

権
の
乱
用
の
問
題
で
あ
る
。〉
を
伴
う
が
、
わ
が
国
で
の
運
用
は
、
実
務
上
の
基
準
が
存
在
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
安
定
し
て
お
り
、
着
実

な
成
果
を
上
げ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
る
。
な
お
、
濫
用
的
な
裁
量
権
行
使
へ
の
抑
制
及
び
救
済
策
と
し
て
、
不
当
な
不
起
訴
に
対
し
て
は
、

法
が
検
察
審
査
会
、
準
起
訴
手
続
の
制
度
を
用
意
し
て
お
り
、
不
当
な
起
訴
に
対
し
て
は
、
解
釈
論
上
、
公
訴
権
濫
用
論
の
主
張
が
な
さ

れ
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
精
密
な
裁
量
権
行
使
の
た
め
に
、
捜
査
手
続
が
長
大
化
す
る
こ
と
、
公
判
手
続
が
形
が
い
化
す
る
こ
と
が
問
題

視
さ
れ
て
お
り
、
訴
追
裁
量
の
本
質
に
つ
い
て
、
犯
罪
者
の
更
生
手
段
と
し
て
の
特
別
予
防
的
性
格
で
は
な
く
、
微
罪
の
処
理
方
法
と
し

四
七
〇



刑
事
政
策
に
お
け
る
更
生
緊
急
保
護
の
現
代
的
役
割
に
つ
い
て
（
尾
田
）

（
七
〇
三
）

て
の
一
般
予
防
的
性
格
を
強
調
す
べ
き
だ
と
の
改
善
提
案
も
あ
る
。

起
訴
猶
予
は
一
応
終
局
処
分
で
あ
っ
て
、
起
訴
猶
予
に
よ
っ
て
被
疑
者
は
訴
追
の
負
担
を
免
れ
る
。
但
し
、
後
日
別
事
件
を
起
こ
し
た

場
合
に
は
、
併
せ
て
起
訴
さ
れ
る
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
検
察
官
に
よ
る
処
分
の
最
終
決
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
期
間
の
設
定
は
あ
り
得
な
い
。

し
い
て
言
う
な
ら
ば
、
検
察
官
の
不
起
訴
判
断
を
不
服
と
す
る
者
の
求
め
に
よ
り
不
服
審
査
を
行
う
こ
と
（
検
察
審
査
会
へ
の
不
服
申
し

立
て
）
が
で
き
る
期
間
＝
公
訴
時
効
ま
で
、
と
も
考
え
ら
れ
る
（
10
）

が
、
無
理
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
例
え
ば
、「
窃
盗
」
の
場
合
は
二
五
〇
条
二
項
で
、
時
効
期
間
は
、
七
年
間
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
起
訴
猶
予
の
場
合
に
は
前

科
で
は
な
く
前
歴
と
し
て
記
録
に
残
り
、
後
に
別
件
で
起
訴
さ
れ
た
場
合
に
そ
れ
が
情
状
証
拠
と
な
る
。
ま
た
、
不
起
訴
処
分
は
一
事
不

再
理
の
対
象
外
で
あ
る
た
め
、
再
起
（
11
）

が
あ
り
得
る
。

起
訴
猶
予
の
法
的
性
格
に
関
す
る
考
え
方
に
は
、
そ
の
運
用
を
踏
ま
え
て
、
①
軽
微
な
犯
罪
を
速
や
か
に
刑
事
手
続
か
ら
開
放
す
る
微

罪
処
分
型
、
②
被
害
の
弁
償
な
ど
事
件
後
の
状
況
に
応
じ
て
基
礎
を
留
保
す
る
起
訴
留
保
型
、
③
起
訴
前
の
保
護
観
察
に
よ
り
特
別
予
防

を
図
る
保
護
観
察
付
起
訴
猶
予
型
〈
旧
刑
訴
法
二
七
九
条
（
12
）

〉、
④
事
件
が
あ
る
程
度
重
大
で
あ
っ
て
も
諸
般
の
事
情
か
ら
起
訴
し
な
い
起

訴
放
棄
型
の
四
類
型
が
あ
り
（
13
）

、
現
行
刑
訴
法
二
四
八
条
は
、
一
度
起
訴
猶
予
に
付
し
た
以
上
、
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
再
起
を
行
わ
な

い
起
訴
放
棄
型
が
原
則
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
（
14
）

と
さ
れ
て
い
る
。

3
．
更
生
緊
急
保
護
の
現
状

図
1
は
、
刑
事
司
法
手
続
の
流
れ
に
お
け
る
更
生
緊
急
保
護
と
保
護
観
察
の
関
係
を
概
観
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
独
立
処
分
と
し
て
の

四
七
一



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
六
年
十
月
）

（
七
〇
四
）

少
年
の
保
護
観
察
・
矯
正
施
設
か
ら
仮
釈
放
さ
れ
た
者
に
対
す
る
保
護
観
察
対

象
者
に
は
、
一
定
の
期
間
、
保
護
観
察
所
に
よ
る
指
導
監
督
と
支
援
が
為
さ
れ

る
が
、
刑
務
所
を
満
期
釈
放
さ
れ
た
者
、
検
察
庁
で
起
訴
猶
予
と
な
っ
た
者
、

あ
る
い
は
仮
釈
放
期
間
を
終
了
し
た
者
等
に
は
、
保
護
観
察
所
に
よ
る
国
の
指

導
や
援
助
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
者
の
中
に
は
、
釈
放
後
、
身
寄
り
が
な
い
た

め
、
再
び
罪
を
犯
す
お
そ
れ
の
あ
る
者
が
い
る
。
そ
こ
で
、
保
護
観
察
所
で
は

こ
れ
ら
の
者
ら
に
対
し
、
本
人
の
申
出
に
基
づ
い
て
就
職
の
援
助
、
宿
泊
場
所

や
食
事
の
供
与
、
あ
る
い
は
福
祉
機
関
へ
の
斡
旋
等
の
必
要
な
援
助
を
行
っ
て

お
り
、
こ
れ
を
更
生
緊
急
保
護
と
い
う
。

更
生
保
護
法
八
五
条
は
、「
更
生
緊
急
保
護
」
に
つ
い
て
、
次
の
様
に
定
め

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
こ
の
節
に
お
い
て
「
更
生
緊
急
保
護
」
と
は
、
次
に

掲
げ
る
者
（
図
2
の
一
〇
類
型
の
者
を
参
照
）
が
、
刑
事
上
の
手
続
又
は
保
護
処

分
に
よ
る
身
体
の
拘
束
を
解
か
れ
た
後
、
親
族
か
ら
の
援
助
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ず
、
若
し
く
は
公
共
の
衛
生
福
祉
に
関
す
る
機
関
そ
の
他
の
機
関
か
ら
医

療
、
宿
泊
、
職
業
そ
の
他
の
保
護
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
又
は
こ
れ

ら
の
援
助
若
し
く
は
保
護
の
み
に
よ
っ
て
は
改
善
更
生
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、
緊
急
に
、
そ
の
者
に
対
し
、
金
品
を
給
与
し
、
又
は

図 1　刑事（少年）司法手続における更生緊急保護と保護観察の関係

※　筆者が作成

四
七
二



刑
事
政
策
に
お
け
る
更
生
緊
急
保
護
の
現
代
的
役
割
に
つ
い
て
（
尾
田
）

（
七
〇
五
）

貸
与
し
、
宿
泊
場
所
を
供
与
し
、
宿
泊
場
所
へ
の
帰
住
、
医

療
、
療
養
、
就
職
又
は
教
養
訓
練
を
助
け
、
職
業
を
補
導
し
、

社
会
生
活
に
適
応
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
生
活
指
導
を
行
い
、

生
活
環
境
の
改
善
又
は
調
整
を
図
る
こ
と
等
に
よ
り
、
そ
の

者
が
進
ん
で
法
律
を
守
る
善
良
な
社
会
の
一
員
と
な
る
こ
と

を
援
護
し
、
そ
の
速
や
か
な
改
善
更
生
を
保
護
す
る
こ
と
を

い
う
。』
と
し
て
い
る
。
図
2
は
、
更
生
緊
急
保
護
制
度
の

仕
組
み
を
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

更
生
緊
急
保
護
の
期
間
は
、
そ
の
意
思
に
反
し
な
い
場
合

に
限
り
、
原
則
と
し
て
六
か
月
を
超
え
な
い
も
の
と
さ
れ
て

い
る
（
一
般
法
定
期
間
）
が
、
改
善
更
生
の
た
め
に
必
要
が

あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
更
に
六
か
月
の
範
囲
内
（
特

別
法
定
期
間
）
で
、
更
生
緊
急
保
護
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
〈
同
条
四
項
〉。

費
用
に
関
し
て
は
、
更
生
緊
急
保
護
が
実
施
さ
れ
る
期
間
、

国
は
、
法
務
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
基
準
に

従
い
、
更
生
保
護
法
八
五
条
三
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
に

図 2　応急の救護等及び更正緊急保護の仕組み

※ 　保護措置は、保護観察所長が行う場合と更生保護事業を営む者等に委託し

て行う場合がある。前者を「自庁保護」、後者を「委託保護」という。

※　更生保護便覧・第 8版76頁（2014.9.1）日本更生保護協会

四
七
三



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
六
年
十
月
）

（
七
〇
六
）

よ
っ
て
生
ず
る
費
用
を
支
弁
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
〈
同
法
八
七
条
〉。

更
に
、
更
生
緊
急
保
護
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
対
象
と
な
る
者
が
公
共
の
衛
生
福
祉
に
関
す
る
機
関
そ
の
他
の
機
関
か
ら
必
要

な
保
護
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
斡
旋
す
る
と
と
も
に
、
更
生
緊
急
保
護
の
効
率
化
に
努
め
て
、
そ
の
期
間
の
短
縮
と
費
用
の
節
減

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
高
齢
の
対
象
者
に
と
っ
て
は
、
地
域
社
会
に
お
け
る
高
齢
者
福
祉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
る
重
畳
的
な
支
援
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
制
度
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
も
あ
り
得
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、

柔
軟
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
更
生
緊
急
保
護
に
関
し
職
業
の
斡
旋
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
公
共
職
業
安
定
所
は
、
更
生
緊
急
保
護
を
行
う

者
の
協
力
を
得
て
、
職
業
安
定
法
の
規
定
に
基
づ
き
（
15
）

、
更
生
緊
急
保
護
の
対
象
と
な
る
者
の
能
力
に
適
し
た
職
業
を
斡
旋
す
る
こ
と
に
努

め
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
各
矯
正
施
設
に
お
け
る
職
業
訓
練
を
も
兼
ね
備
え
た
刑
務
作
業
の
あ
り
方
や
運
営
と

も
関
連
す
る
こ
と
で
あ
り
、
後
述
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

更
生
緊
急
保
護
措
置
の
内
容
と
更
生
保
護
事
業

更
生
保
護
緊
急
措
置
に
は
、
保
護
観
察
の
期
間
中
実
施
さ
れ
る
応
急
の
救
護
と
原
則
と
し
て
六
か
月
の
間
実
施
さ
れ
る
更
生
緊
急
保
護

の
二
つ
の
種
類
が
あ
り
、
措
置
の
内
容
及
び
平
成
二
六
年
中
に
取
ら
れ
た
措
置
は
、
表
⑻
の
通
り
で
あ
る
。

平
成
二
二
年
に
は
、
保
護
観
察
終
了
時
に
無
職
で
あ
っ
た
者
の
再
犯
率
は
二
九
・
八
％
で
、
職
に
就
い
て
い
た
者
の
再
犯
率
（
七
・
五
％
）

に
比
べ
て
約
四
倍
と
、
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
家
族
、
知
人
、
雇
用
主
等
の
出
所
後
の
帰
住
先
の
無
い
者
ほ
ど
、
刑
務
所
へ
の
入
所

を
繰
り
返
す
傾
向
が
高
く
、
再
犯
に
至
る
期
間
も
短
く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。「
帰
住
先
無
し
」
で
は
、
一
年
未
満
が
五
二
・
五
％
、

四
七
四



刑
事
政
策
に
お
け
る
更
生
緊
急
保
護
の
現
代
的
役
割
に
つ
い
て
（
尾
田
）

（
七
〇
七
）

「
帰
住
先
あ
り
」
で
は
、
三
四
・
三
％
で
あ
っ
た
（
矯
正
統
計
年
報
平
成

二
三
年
版
）。
つ
ま
り
、
帰
住
先
が
無
く
、
雇
用
の
機
会
が
な
い
者
ほ

ど
再
犯
に
追
い
や
る
と
い
う
悪
循
環
が
起
き
て
し
ま
っ
て
い
る
現
状

が
見
て
取
れ
る
。

そ
こ
で
法
務
省
は
、
二
〇
一
一
年
（
平
成
二
三
年
）
四
月
に
、
問

題
の
抜
本
的
な
解
決
策
と
し
て
、
新
た
に
「
自
立
準
備
ホ
ー
ム
（
16
）

」
の

仕
組
み
を
導
入
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
緊
急
的
住
居
確
保
・
自
立
支

援
対
策
」
に
お
い
て
「
保
護
観
察
に
付
さ
れ
て
い
る
者
及
び
更
生
緊

急
保
護
の
対
象
と
な
る
者
（「
保
護
観
察
対
象
者
等
）
で
あ
っ
て
適
当

な
住
居
の
確
保
が
困
難
な
者
に
つ
い
て
、
更
生
保
護
施
設
以
外
の
宿

泊
場
所
に
宿
泊
さ
せ
て
行
う
措
置
を
委
託
す
る
」
と
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
自
立
準
備
ホ
ー
ム
は
「
応
急
の
救
護
等
及
び
更
生
緊
急
保
護
」

の
為
の
施
設
と
し
て
も
利
用
で
き
る
、
と
し
た
。

二
〇
一
一
年
（
平
成
二
三
年
）
四
月
に
宮
崎
県
の
民
間
団
体
が
全

国
で
初
め
て
「
自
立
準
備
ホ
ー
ム
」
の
運
営
を
受
託
し
た
。

二
〇
一
一
年
五
月
末
時
点
で
、
登
録
団
体
は
二
三
の
都
道
府
県
に
あ

り
、
計
三
六
団
体
と
な
っ
た
。

表⑻　応急の救護等・更生緊急保護の措置の実施状況（平成26年）

対象者の種類

保護観察所で直接行う保護 更生保護施設
等へ宿泊を伴
う保護の要請

うち、他施設
への委託※総数

主な措置人員

宿泊 食事給与 衣料給与 医療援助 旅費給与

応急の救護等 6,179 19 359 584 25 176 6,482 472

3号観察 5,251 16 175 480 17 56 5,465 173

4号観察 487 89 49 6 68 485 131

1号観察 176 1 61 7 1 30 161 76

2号観察 265 2 34 48 1 22 370 92

更生緊急保護 8,584 10 709 834 24 675 4,904 1,072

刑の執行終了 5,556 10 307 329 15 308 2,979 511

刑の執行猶予 1,073 140 171 2 125 707 206

起訴猶予 1,377 169 253 3 166 854 260

罰金・科料 436 71 68 4 57 249 68

労役場出場・仮出場 130 20 12 18 69 19

少年院退院・仮退院期間満了 12 2 1 1 50 8

※　自立準備ホーム等更生保護施設以外への委託

※ 　26年は、婦人補導院からの仮退院者が1名で、更生保護施設等への宿泊を伴

う保護の委託がなされた。

※　犯罪白書平成27年版から筆者が作成
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日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
六
年
十
月
）

（
七
〇
八
）

平
成
二
六
年
三
月
三
一
日
現
在
、
全
国
の
保
護
観
察

所
に
二
八
五
の
事
業
者
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
保
護
観

察
所
か
ら
登
録
事
業
者
に
対
し
、
宿
泊
場
所
の
供
与
と

自
立
の
た
め
の
生
活
指
導
（
自
立
準
備
支
援
）
の
ほ
か
、

必
要
に
応
じ
て
食
事
の
給
与
を
委
託
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
帰
住
先
が
無
く
雇
用
が
確
保
で
き
な
い

者
に
よ
る
再
入
率
等
に
関
し
て
は
、
法
務
省
等
に
よ
る

対
策
が
実
施
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

表
⑼
（
17
）

は
、
平
成
一
七
年
及
び
二
二
年
の
出
所
受
刑
者

（
仮
釈
放
又
は
満
期
釈
放
に
よ
り
刑
事
施
設
を
出
所
し
た
者
に

限
る
。）
に
つ
い
て
、
出
所
年
を
含
む
五
年
間
又
は

一
〇
年
間
に
お
け
る
累
積
再
入
率
（
各
年
の
年
末
ま
で
に

再
入
所
し
た
者
の
累
積
人
員
の
比
率
を
い
う
。）
を
出
所
事

由
別
（
仮
釈
放
又
は
満
期
釈
放
の
別
を
い
う
。）
に
見
た
も

の
で
あ
る
。
満
期
釈
放
者
は
、
仮
釈
放
者
よ
り
も
累
積

再
入
率
は
相
当
高
い
。
平
成
一
七
年
の
出
所
受
刑
者
に

表⑼　出所受刑者の出所事由別累積再入率

注　 1　法務省大臣官房司法法制部の資料による。

2  　前刑出所後の犯罪により再入所した者で，かつ，前刑出所事由が満期

釈放又は仮釈放の者を計上している。

3  　「累積再入率」は，①では平成22年の出所受刑者の人員に占める同年か

ら26年までの各年の年末までに再入所した者の累積人員の比率を，②で

は17年の出所受刑者の人員に占める同年から26年までの各年の年末まで

に再入所した者の累積人員の比率をいう。

四
七
六



刑
事
政
策
に
お
け
る
更
生
緊
急
保
護
の
現
代
的
役
割
に
つ
い
て
（
尾
田
）

（
七
〇
九
）

表⑽　出所受刑者の入所度数別累積再入率

注　 4－ 1－ 3－ 4図の脚注に同じ。

つ
い
て
見
る
と
、
一
〇
年
以
内
の
累
積
再
入
率
は
、
満
期
釈
放
者
で
は
五
九
・
八
％
、

仮
釈
放
者
で
は
三
八
・
二
％
で
あ
る
が
、
そ
の
内
、
五
年
以
内
に
再
入
所
し
た
者
は
、

そ
れ
ぞ
れ
、
一
〇
年
以
内
に
再
入
所
し
た
者
の
約
九
割
、
約
八
割
を
占
め
て
い
る
。
ま

た
、
満
期
釈
放
者
の
場
合
、
五
年
以
内
及
び
一
〇
年
以
内
に
再
入
所
し
た
者
の
過
半
数

は
、
二
年
以
内
に
再
入
所
し
て
い
る
。

表
⑽
（
18
）

は
、
平
成
一
七
年
及
び
二
二
年
の
出
所
受
刑
者
に
つ
い
て
、
出
所
年
を
含
む
五

年
間
又
は
一
〇
年
間
に
お
け
る
累
積
再
入
率
を
入
所
度
数
別
に
見
た
も
の
で
あ
る
。
入

所
度
数
が
多
い
ほ
ど
累
積
再
入
率
は
高
く
、
特
に
入
所
度
数
が
一
度
の
者
（
初
入
者
）

と
二
度
の
者
の
差
は
顕
著
で
あ
る
。

ま
た
、
表
⑾
（
19
）

は
、
平
成
二
六
年
に
お
け
る
入
所
受
刑
者
に
つ
い
て
、
入
所
度
数
別

に
、
就
労
状
況
別
構
成
比
を
見
た
も
の
で
あ
る
が
、
無
職
者
の
占
め
る
比
率
は
、
入
所

度
数
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
高
く
な
り
、
五
度
以
上
の
者
で
は
約
八
割
に
及
ん
で
い
る
。

同
年
の
再
入
者
総
数
で
は
、
七
二
・
二
％
が
無
職
者
で
あ
っ
た
。

更
生
緊
急
保
護
事
業
の
う
ち
、
更
生
保
護
法
人
等
に
委
託
し
て
行
う
委
託
保
護
・
継

続
保
護
の
担
い
手
は
、
経
営
基
盤
の
弱
体
で
あ
っ
た
こ
と
、
事
業
の
性
格
か
ら
近
隣
住

民
か
ら
は
迷
惑
施
設
と
し
て
認
識
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
経
営
が
困
難
に
な
っ
た
施

設
も
あ
り
、
更
生
保
護
事
業
法
が
制
定
さ
れ
、
更
生
保
護
法
人
と
し
て
、
平
成
二
七
年
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日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
六
年
十
月
）

（
七
一
〇
）

表⑾　入所受刑者の就労状況別累積構成比（入所度数別）

注　 1　法務省大臣官房司法法制部の資料による。

2  　犯行時の就労状況による。

3  　学生・生徒，家事従事者及び就労状況が不詳の者を除く。

4  　（　）内は，実人員である。

四
月
一
日
現
在
で
は
更
生
保
護
法
人
の
施
設
が
一
〇
〇
施
設
、
そ
の
他
三

施
設
が
保
護
事
業
を
展
開
し
て
い
る
、
内
訳
は
男
子
施
設
八
九
、
女
子
施

設
七
、
兼
用
施
設
七
で
あ
る
が
、
よ
り
一
層
の
処
遇
の
充
実
を
図
る
た
め

に
は
、
現
状
で
は
、
保
護
の
Ｏ
Ｂ
や
矯
正
の
Ｏ
Ｂ
が
職
員
と
し
て
補
導
・

援
助
を
担
っ
て
い
る
現
状
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
専
門
性
の
高
い
職
員
の

確
保
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
国
立
更
生
保
護
施
設
の
設
置
を
真
剣
に
考

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

平
成
二
一
年
度
か
ら
、
法
務
省
及
び
厚
生
労
働
省
が
連
携
し
、
適
当
な

帰
住
先
が
な
く
、
か
つ
、
高
齢
又
は
障
害
に
よ
り
直
ち
に
自
立
す
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る
受
刑
者
等
に
対
す
る
地
域
生
活
定
着
促
進
事
業
（
二
三
年

度
ま
で
の
名
称
は
、
地
域
生
活
定
着
支
援
事
業
）
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
事

業
に
よ
っ
て
、
出
所
後
直
ち
に
福
祉
に
よ
る
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
困
難

な
者
は
、
一
旦
更
生
保
護
施
設
に
お
い
て
受
け
入
れ
、
福
祉
へ
の
移
行
準

備
及
び
社
会
生
活
に
適
応
す
る
た
め
の
指
導
や
助
言
を
内
容
と
す
る
特
別

処
遇
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
役
割
を
担
う
た
め
に
指
定
さ
れ
た
五
七
の
施

設
（
指
定
更
生
保
護
施
設
）
で
は
、
福
祉
の
専
門
資
格
等
を
有
す
る
職
員
の

配
置
や
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
等
の
必
要
な
施
設
整
備
等
を
行
っ
て
い
る
。
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刑
事
政
策
に
お
け
る
更
生
緊
急
保
護
の
現
代
的
役
割
に
つ
い
て
（
尾
田
）

（
七
一
一
）

さ
ら
に
、
平
成
二
五
年
度
か
ら
は
、
薬
物
事
犯
者
に
対
し
て
重
点
的
な
処
遇
を
実
施
す
る
施
設
を
「
薬
物
処
遇
重
点
実
施
更
生
保
護
施

設
」
と
し
て
指
定
す
る
取
組
を
開
始
し
て
お
り
、
二
七
年
度
は
全
国
で
一
五
の
施
設
を
指
定
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
平
成
二
七
年
四
月
か
ら
、
生
活
保
護
に
至
る
前
の
段
階
に
あ
る
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
自
立
支
援
策
を
強
化
す
る
た
め
、
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
法
（
20
）

が
施
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
法
務
省
保
護
局
と
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
で
は
、
協
議
を
進
め
た
結
果
、「
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴
う
保
護
観
察
所
と
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
機
関
と
の
連
携
の
確
保
に
つ
い
て
（
通
知
）」（
法
務

省
保
更
第
三
二
号
）
が
、
平
成
二
七
年
三
月
二
七
日
付
で
、
法
務
省
保
護
局
更
生
保
護
振
興
課
長
・
観
察
課
長
連
名
で
、
保
護
観
察
所

長
・
地
方
更
生
保
護
委
員
会
事
務
局
長
（
参
考
）
当
て
に
連
名
で
発
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
日
「
矯
正
施
設
出
所
者
の
生
活
保
護
困

窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
事
業
の
利
用
等
に
つ
い
て
（
通
知
）」（
社
援
地
発
〇
三
二
七
台
八
号
）
が
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
地
域
福

祉
課
長
名
で
、
各
都
道
府
県
・
指
定
都
市
・
中
核
都
市
の
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
主
管
部
（
局
）
長
宛
に
発
出
さ
れ
、
適
切
な
支
援

が
為
さ
れ
る
よ
う
に
促
し
て
い
る
。

4
．
起
訴
猶
予
者
に
対
す
る
更
生
緊
急
保
護
の
現
状

更
生
保
護
法
八
五
条
一
項
第
五
号
で
は
、『
訴
追
を
必
要
と
し
な
い
た
め
公
訴
を
提
起
し
な
い
処
分
を
受
け
た
者
〈
起
訴
猶
予
処
分
を

受
け
た
者
〉』
に
つ
い
て
も
、
更
生
緊
急
保
護
の
対
象
と
な
る
と
規
定
し
て
い
る
。

そ
れ
故
、
検
察
官
の
為
す
起
訴
猶
予
処
分
に
は
、
①
起
訴
猶
予
処
分
と
②
更
生
緊
急
保
護
付
起
訴
猶
予
処
分
（
21
）

と
の
二
つ
が
あ
る
と
考
え

る
事
が
で
き
る
。
後
者
は
、
検
察
官
が
更
生
保
護
法
八
六
条
二
項
に
よ
り
、
起
訴
猶
予
処
分
を
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
て
、
更
生
緊
急

保
護
の
制
度
及
び
申
出
の
手
続
に
つ
い
て
教
示
し
、
し
か
る
後
、
本
人
の
意
思
で
、
該
当
地
域
を
管
轄
す
る
保
護
観
察
所
長
に
対
し
て
、
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日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
六
年
十
月
）

（
七
一
二
）

更
生
緊
急
保
護
を
申
出
、
保
護
観
察
所
長
が
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
判
断
し
、
開
始
決

定
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
〈
更
生
保
護
法
八
六
条
一
項
〉。
ま
た
、
必
要
性
の
判

断
に
つ
い
て
は
、
検
察
官
の
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
〈
同
条
三
項
〉。

必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
対
象
者
の
改
善
更
生
の
た
め
に
必
要
な
限
度
で
、

保
護
観
察
所
長
が
自
ら
行
う
か
、
更
生
保
護
事
業
法
の
規
定
に
よ
り
更
生
保
護
事
業
を

営
む
者
そ
の
他
の
適
当
な
者
に
委
託
し
て
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
〈
更
生
保
護
法

八
五
条
二
項
・
三
項
〉。（
前
掲
図
2
参
照
）

表
⑿
は
、
起
訴
猶
予
者
に
対
す
る
更
生
緊
急
保
護
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
見
た
も
の

で
、
保
護
観
察
所
に
よ
る
直
接
保
護
に
関
し
て
は
、
複
数
の
援
助
を
受
け
て
い
る
者
が

お
り
、
更
に
は
、
更
生
保
護
施
設
以
外
で
の
宿
泊
を
伴
う
保
護
の
委
託
が
為
さ
れ
る
割

合
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

た
だ
、
起
訴
猶
予
に
伴
う
更
生
緊
急
保
護
に
お
い
て
、
自
立
準
備
ホ
ー
ム
を
利
用
す

る
際
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
、
原
則
六
か
月
、
最
大
一
年
間
の
利
用
に
限

ら
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。

こ
の
点
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
検
察
段
階
で
、
更
生
緊
急
保
護
の
必
要
性
を
判
断

す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
構
築
が
求
め
ら
れ
る
。
検
察
官
は
、
準
司
法
機
関
と
し
て
の
起

訴
・
不
起
訴
判
断
を
適
正
に
行
う
責
務
が
あ
り
、
検
察
事
務
官
に
そ
の
必
要
性
判
断
を

表⑿　更生緊急保護における保護措置の実施人員の推移
保護観察所による直接保護 更生保護施設等への宿

泊を伴う保護の委託計 食事給与 衣料給与 医療援助 旅費給与
昭和41年 1,642 739 128 20 735 483
昭和43年 1,023 436 121 5 404 809
昭和47年 1,172 529 165 6 599 305
昭和61年 1,037 467 122 4 444 519
昭和63年 820 399 95 2 324 417
平成 9年 739 233 92 3 234 529
平成14年 1,431 351 94 5 351 510
平成19年 1,687 365 125 4 411 630（1）
平成26年 1,377 169 253 3 166 854（260）

（　）内は、自立準備ホーム等の更生保護施設以外への委託であり、内数である。

※　数値は、各年の保護統計年報により、筆者が作成
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刑
事
政
策
に
お
け
る
更
生
緊
急
保
護
の
現
代
的
役
割
に
つ
い
て
（
尾
田
）

（
七
一
三
）

任
せ
る
こ
と
は
必
ず
し
も
適
任
で
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
保
護
観
察
所
長
が
そ
の
必
要
性
を
認
め
、
対
象
者
に
最
適
な
更
生
緊
急
保
護
を

実
施
す
る
た
め
の
対
策
が
打
て
る
よ
う
に
、
基
本
計
画
を
策
定
す
る
担
当
者
を
各
検
察
庁
に
配
置
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

検
察
庁
で
は
、
知
的
障
害
の
疑
い
の
あ
る
被
疑
者
や
高
齢
の
被
疑
者
等
福
祉
的
支
援
を
必
要
と
す
る
者
に
つ
い
て
、
再
犯
防
止
・
社
会

復
帰
支
援
の
観
点
か
ら
福
祉
的
な
サ
ー
ビ
ス
に
橋
渡
し
を
し
た
上
で
、
こ
れ
を
検
察
庁
に
お
け
る
処
分
や
裁
判
で
の
求
刑
を
す
る
際
の
判

断
材
料
と
す
る
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
。
長
崎
（
22
）

、
大
津
及
び
仙
台
等
の
各
地
方
検
察
庁
に
お
い
て
は
、
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
等

と
連
携
し
、
福
祉
の
専
門
家
が
障
害
の
程
度
や
福
祉
支
援
の
必
要
性
を
論
議
す
る
専
門
の
委
員
会
の
意
見
を
踏
ま
え
る
な
ど
し
た
上
、
福

祉
的
支
援
に
橋
渡
し
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
起
訴
猶
予
処
分
を
し
た
り
、
求
刑
に
お
い
て
、
保
護
観
察
付
執
行
猶
予
に
付
す
る
よ
う

意
見
を
述
べ
る
な
ど
し
て
い
る
。
ま
た
、
東
京
、
大
阪
等
の
各
地
方
検
察
庁
に
お
い
て
は
、
社
会
復
帰
支
援
室
等
（
23
）

を
設
置
し
て
社
会
福
祉

士
等
を
配
置
し
、
福
祉
の
視
点
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
と
と
も
に
、
適
宜
福
祉
的
サ
ー
ビ
ス
に
橋
渡
し
す
る
な
ど
の
運
用
を
し
て
い
る
。

東
京
地
検
で
は
、
高
齢
者
と
知
的
障
害
者
の
再
犯
防
止
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
二
〇
一
三
年
一
月
二
一
日
付
で
、
社
会
福
祉
士
一
人
を

非
常
勤
職
員
と
し
て
採
用
し
た
。
釈
放
さ
れ
る
被
告
ら
に
つ
い
て
、
受
け
入
れ
先
と
な
る
福
祉
施
設
の
確
保
な
ど
で
助
言
を
求
め
、
社

会
復
帰
に
向
け
、
福
祉
の
力
も
活
用
し
た
い
考
え
だ
。

社
会
福
祉
士
は
、
高
齢
者
や
知
的
障
害
者
ら
の
事
件
を
対
象
に
検
事
ら
と
連
携
。
釈
放
後
の
社
会
復
帰
に
向
け
て
介
護
・
福
祉
施
設

へ
の
橋
渡
し
な
ど
を
担
当
す
る
。（
日
経
新
聞2013/1/22 0:49

）

こ
れ
に
先
立
ち
、
法
務
省
矯
正
局
で
は
、
平
成
二
一
年
四
月
以
降
、
各
矯
正
施
設
に
社
会
福
祉
士
等
を
配
置
し
、
被
収
容
者
の
内
、
高

齢
者
や
障
害
を
有
す
る
者
で
、
帰
住
先
が
無
い
者
に
つ
い
て
地
域
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
出
所
後
ス
ム
ー
ズ
に
介
護
や
医
療
等
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日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
六
年
十
月
）

（
七
一
四
）

の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
特
別
調
整
を
実
施
し
て
い
る
。
保
護
局
に
お
い
て
も
平
成
二
五
年
一
〇
月
以
降
、
更
生

緊
急
保
護
事
前
調
整
が
、
起
訴
猶
予
者
に
つ
い
て
、
高
齢
・
障
害
等
の
特
性
に
応
じ
た
更
生
緊
急
保
護
の
措
置
を
適
切
に
講
じ
る
た
め
に

施
行
さ
れ
て
お
り
、
平
成
二
八
年
度
か
ら
は
全
国
の
検
察
庁
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
24
）

。

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
起
訴
猶
予
者
の
再
犯
防
止
に
資
す
る
た
め
、
平
成
二
五
年
一
〇
月
か
ら
、
一
部
の
保
護
観
察
所
と
検
察
庁
と
が

連
携
し
た
更
生
緊
急
保
護
の
事
前
調
整
が
試
行
的
に
実
施
さ
れ
て
き
た
が
、
二
七
年
度
に
お
い
て
は
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
更
生
緊
急
保

護
の
実
施
を
目
指
し
、
検
察
庁
と
連
携
の
上
、
特
に
支
援
の
必
要
性
が
高
い
者
に
対
し
、
全
国
の
保
護
観
察
所
が
、
重
点
的
か
つ
継
続
的

に
生
活
指
導
等
を
行
っ
た
上
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
や
就
労
支
援
等
を
行
う
起
訴
猶
予
者
に
係
る
更
生
緊
急
保
護
の
重
点
実
施
等
の
試

行
を
実
施
し
て
い
る
（
25
）

。

特
に
、
保
護
局
か
ら
平
成
二
七
年
三
月
二
七
日
付
で
発
出
さ
れ
た
通
知
の
中
で
、「
3　

現
に
保
護
観
察
又
は
更
生
緊
急
保
護
を
受
け

て
い
る
者
が
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
支
援
を
利
用
す
る
場
合
の
留
意
点
、
連
携
の
確
保
」
の
中
で
示
さ
れ
た
、「
た
だ
し
、

更
生
保
護
施
設
等
に
お
け
る
保
護
が
終
了
し
た
後
の
住
居
の
喪
失
を
防
ぐ
観
点
か
ら
、
更
生
保
護
施
設
等
に
お
い
て
保
護
さ
れ
て
い
る
期

間
中
で
あ
っ
て
も
、
当
該
保
護
が
終
了
し
た
後
の
一
時
生
活
支
援
事
業
の
利
用
に
向
け
て
、
自
立
相
談
支
援
機
関
に
事
前
相
談
を
行
う
こ

と
は
可
能
で
あ
る
。」
は
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

5
．
現
代
的
役
割
に
つ
い
て

更
生
緊
急
保
護
を
巡
っ
て
は
、
出
口
に
関
し
て
は
、
平
成
二
八
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
「
刑
の
一
部
執
行
猶
予
」
制
度
（
26
）

の
導
入

に
よ
り
、
満
期
受
刑
者
に
対
す
る
更
生
緊
急
保
護
で
は
、
十
分
な
再
犯
防
止
機
能
が
図
れ
な
か
っ
た
点
を
改
善
す
る
も
の
と
し
て
期
待
し

四
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刑
事
政
策
に
お
け
る
更
生
緊
急
保
護
の
現
代
的
役
割
に
つ
い
て
（
尾
田
）

（
七
一
五
）

う
る
が
、
高
齢
犯
罪
者
の
再
犯
防
止
に
関
し
て
は
、
む
し
ろ
入
口
対
応
の
充
実
を
図
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
起
訴
猶
予
対
象
者
に
対
す

る
更
生
緊
急
保
護
制
度
の
充
実
強
化
で
あ
る
。

私
は
、
こ
の
更
生
緊
急
保
護
付
起
訴
猶
予
に
関
し
て
は
、「
任
意
的
」
更
生
緊
急
保
護
付
起
訴
猶
予
と
「
必
要
的
」
更
生
緊
急
保
護
付

起
訴
猶
予
」
に
分
け
て
、
対
応
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

検
察
官
が
起
訴
猶
予
処
分
を
選
択
す
る
基
準
と
し
て
、
具
体
的
に
は
、
次
六
項
目
が
あ
る
。

①
初
犯
で
あ
る
か
、
前
科
・
前
歴
が
な
い
（
少
な
い
か
、
あ
っ
て
も
長
期
間
が
経
過
し
て
い
る
）、
②
被
害
が
軽
微
で
あ
り
、
損
害
回
復
や
賠

償
が
為
さ
れ
て
い
る
（
示
談
が
成
立
し
て
い
る
）
こ
と
、
③
被
疑
者
の
真
摯
な
謝
罪
を
被
害
者
が
受
け
容
れ
て
い
る
こ
と
、
④
被
疑
者
の
家

族
等
が
再
犯
を
犯
さ
な
い
よ
う
監
護
す
る
意
思
を
上
申
書
で
示
し
て
い
る
こ
と
、
⑤
被
害
者
が
公
式
の
手
続
を
望
ま
な
い
こ
と
を
上
申
書

で
示
し
て
い
る
こ
と
、
⑥
被
疑
者
の
年
齢
、
等
を
総
合
的
に
判
断
し
て
、
起
訴
猶
予
処
分
の
決
定
が
為
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
内
、
特
に
高
齢
者
に
関
し
て
は
、「
必
要
的
」
更
生
緊
急
保
護
付
起
訴
猶
予
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
理
由
は
、

④
及
び
⑥
を
充
足
す
る
こ
と
が
、
困
難
な
場
合
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
④
に
関
し
て
は
、
該
当
者
が
六
五
歳
以
上
の
高
齢

者
で
あ
れ
ば
、
家
族
は
必
然
的
に
子
供
か
孫
の
世
代
と
な
り
、
兄
弟
の
場
合
も
考
え
ら
れ
る
が
子
供
や
孫
以
上
に
監
護
へ
の
期
待
可
能
性

は
低
く
な
る
。
⑥
に
関
し
て
は
、
再
犯
を
防
ぐ
た
め
に
は
就
労
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
の
前
提
条
件
が
あ
る
こ
と
か
ら
困
難
な
状
況
を
生

ず
る
。
一
般
的
に
は
、
五
七
歳
か
ら
六
〇
歳
が
定
年
年
齢
で
あ
り
、
再
雇
用
の
可
能
性
が
あ
っ
た
と
し
て
も
六
五
歳
が
限
度
と
な
っ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
高
齢
者
が
軽
微
な
犯
罪
を
犯
す
背
景
に
は
、
経
済
的
不
安
と
孤
独
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
高
齢
者
に
よ
る

万
引
き
防
止
に
向
け
た
一
考
察
」（
4
）
で
も
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
自
立
に
向
け
た
就
労
支
援
は
困
難
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
高

齢
者
福
祉
を
基
本
と
す
る
地
域
支
援
の
必
要
性
が
指
摘
で
き
る
。
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日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
六
年
十
月
）

（
七
一
六
）

と
こ
ろ
で
、
平
成
二
五
年
一
〇
月
か
ら
試
行
を
経
て
、
平
成
二
六
年
五
月
二
三
日
か
ら
、
起
訴
猶
予
者
に
対
す
る
更
生
緊
急
保
護
を
活

用
し
た
新
た
な
社
会
復
帰
支
援
策
の
拡
充
が
図
ら
れ
て
い
る
。

取
組
内
容
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

⑴　

保
護
観
察
所
は
、
検
察
官
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
き
、
起
訴
猶
予
に
よ
る
更
生
緊
急
保
護
が
見
込
ま
れ
る
勾
留
中
の
被
疑
者
に
つ
い

て
、
釈
放
後
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
受
給
や
住
居
の
確
保
に
向
け
た
調
整
等
（「
事
前
調
整
」）
を
実
施
す
る
。

⑵　

⑴
の
被
疑
者
が
起
訴
猶
予
処
分
と
な
っ
た
場
合
、
保
護
観
察
所
は
、
同
人
か
ら
更
生
緊
急
保
護
の
申
出
を
受
け
て
、
事
前
調
整
を

踏
ま
え
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
受
給
等
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
後
も
、
本
人
の
申
出
に
基
づ
き
、
更
生
緊
急
保
護
の
期
間
中
（
原
則

六
か
月
間
ま
で
）、
継
続
的
な
相
談
対
応
及
び
支
援
（
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
）
を
実
施
す
る
。

こ
の
新
た
な
社
会
復
帰
支
援
策
を
効
率
的
に
運
用
す
る
為
に
は
、
検
察
庁
に
、
更
生
緊
急
保
護
の
必
要
性
を
調
査
し
、
判
断
す
る
た
め

の
専
門
職
員
を
配
置
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
何
故
な
ら
ば
、
検
察
官
及
び
検
察
事
務
官
で
は
、
被
疑
者
の
家
庭
環
境
・
経
済
的
環

境
・
そ
の
他
の
社
会
的
環
境
に
つ
い
て
調
査
し
、
必
要
と
な
る
資
料
を
収
集
し
、
分
析
検
討
す
る
だ
け
で
も
過
重
負
担
と
な
り
、
個
々
の

ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
支
援
計
画
を
立
案
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
最
適
な
支
援
策
を
策
定
し
、
提
案
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
考
え
る
か

ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
社
会
福
祉
関
係
部
局
で
、
支
援
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
現
職
の
受
け
容
れ
（
二
年
程
度
の
期
間
、
そ
の
後
は
現
職
に
復
帰
す
る
）

や
、
Ｏ
Ｂ
の
雇
用
を
進
め
、
更
に
は
、
地
域
内
で
就
労
支
援
や
地
域
定
着
支
援
に
携
わ
っ
て
い
る
主
任
社
会
福
祉
士
等
の
資
格
を
有
す
る

者
の
中
か
ら
、
常
勤
・
非
常
勤
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
就
任
を
得
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
大
き
く
二
つ
の
母
体
を
考
え
た
理
由
は
、
公
務

員
と
し
て
の
活
動
経
験
と
現
場
で
の
直
接
支
援
に
向
け
た
取
り
組
み
を
経
験
し
て
い
る
者
に
よ
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
、
支
援
を
必
要

四
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刑
事
政
策
に
お
け
る
更
生
緊
急
保
護
の
現
代
的
役
割
に
つ
い
て
（
尾
田
）

（
七
一
七
）

と
し
て
い
る
者
に
対
す
る
適
切
な
処
遇
プ
ラ
ン
を
立
案
し
、
提
供
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
主
任
社
会
福
祉
士
を
地
検
に
常
駐
さ
せ
、
こ
の
任
に
当
た
ら
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。
た
だ
し
、
地

方
自
治
体
で
社
会
福
祉
関
連
部
署
で
の
職
務
の
遂
行
の
必
要
上
、
主
任
社
会
福
祉
士
の
資
格
を
得
た
者
よ
り
は
、
社
会
福
祉
士
と
し
て
の

実
務
経
験
を
長
く
有
し
、
主
任
社
会
福
祉
士
に
就
い
た
者
の
中
か
ら
、
自
立
支
援
に
向
け
た
事
前
調
査
に
基
づ
き
、
対
象
者
に
寄
り
添
い

な
が
ら
、
そ
の
必
要
と
さ
れ
る
自
立
準
備
に
向
け
た
更
生
緊
急
保
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
保
護
観
察
所
（
長
）
と
構
築
で
き
る
技
量
の
者
を

得
て
、
配
置
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
こ
で
参
考
と
し
た
い
制
度
と
し
て
、
医
療
観
察
制
度
に
お
け
る
社
会
復
帰
調
整
官
（
27
）

の
位
地
付
け
で
あ
る
。
そ
の
職
務
の
専
門
性
が
高

く
、
精
神
保
健
福
祉
士
等
の
資
格
や
、
精
神
保
健
福
祉
に
関
す
る
実
務
経
験
等
が
必
要
と
な
る
た
め
、
総
合
職
・
一
般
職
の
採
用
試
験
と

は
別
の
試
験
で
採
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
同
様
に
、
社
会
福
祉
士
・
精
神
保
健
福
祉
士
等
の
資
格
や
、
家
庭
裁
判
所
調
査
官
・
保
護

観
察
官
・
自
治
体
に
お
い
て
社
会
福
祉
・
高
齢
者
福
祉
実
務
等
の
経
験
が
一
定
期
間
あ
る
者
の
中
か
ら
試
験
に
よ
っ
て
採
用
す
る
専
門
官

を
各
地
方
検
察
庁
に
一
名
配
置
し
、
保
護
観
察
所
に
は
、
起
訴
猶
予
に
伴
う
更
生
緊
急
保
護
対
策
官
を
保
護
観
察
官
の
中
か
ら
専
任
し
、

保
護
司
の
中
か
ら
そ
の
経
験
や
経
歴
を
加
味
し
て
、
一
定
の
時
間
必
要
な
知
識
等
を
得
る
た
め
の
研
修
を
受
講
し
た
者
を
指
定
保
護
司
（
28
）

に

任
命
し
、
連
携
し
て
対
応
す
る
制
度
を
構
築
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
法
務
省
は
、
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
29
）

を
平
成
二
〇
年
度
か
ら
設
置
し
、
二
七
年
度
末
ま
で
に
四
四
六
箇
所

設
置
し
て
い
る
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
に
配
置
さ
れ
て
い
る
企
画
調
整
保
護
司
の
活
用
範
囲
を
出
口
だ
け
に
限
ら
ず
、
入
口
に
も
拡
充
す
べ
き

も
の
と
考
え
る
が
、
先
に
検
討
し
た
指
定
保
護
司
と
の
協
働
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
起
訴
猶
予
に
伴
う
更
生
緊
急
保
護
の
期
間
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
高
齢
者
の
再
犯
防
止
の
観
点
を
考
慮
す
る
な
ら

四
八
五



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
六
年
十
月
）

（
七
一
八
）

ば
、
原
則
一
年
と
し
、
個
々
の
対
象
者
の
た
め
に
地
域
社
会
に
設
定
さ
れ
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
運
用
如
何
に
よ
っ
て
は
、
さ
ら
に

も
う
一
年
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
更
生
保
護
法
の
改
正
も
視
野
に
入
れ
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
1
） 

刑
務
所
出
所
者
及
び
少
年
院
出
院
者
の
出
所
等
年
を
含
む
二
年
間
に
お
け
る
刑
務
所
等
に
再
入
所
等
す
る
者
の
割
合
に
つ
い
て
、
過
去
五
年
に

お
け
る
平
均
値
（
刑
務
所
に
つ
い
て
は
二
〇
％
、
少
年
院
に
つ
い
て
は
一
一
％
）
を
基
準
と
し
て
、
三
三
年
ま
で
に
二
〇
％
以
上
減
少
さ
せ
る
と
い

う
数
値
目
標
を
設
定
し
た
。

（
2
） 

刑
務
所
出
所
者
等
の
再
犯
防
止
の
鍵
と
な
る
「
仕
事
」
と
「
居
場
所
」
の
確
保
に
向
け
て
、
二
〇
二
〇
年
（
平
成
三
二
年
）
ま
で
に
「
犯
罪
や

非
行
を
し
た
者
の
事
情
を
理
解
し
た
上
で
雇
用
し
て
い
る
企
業
の
数
を
現
在
の
三
倍
に
す
る
」、「
帰
る
べ
き
場
所
が
な
い
ま
ま
刑
務
所
か
ら
社
会
に

戻
る
者
の
数
を
三
割
以
上
減
少
さ
せ
る
」
と
い
う
二
つ
の
数
値
目
標
を
設
定
す
る
な
ど
し
て
お
り
、
再
犯
防
止
対
策
の
着
実
な
推
進
に
向
け
た
取
組

が
加
速
し
て
い
る
。

（
3
） 

（
犯
罪
白
書
平
成
二
七
年
版
か
ら
転
記
）http://hakusyo1.m

oj.go.jp/jp/62/nfm
/im
ages/full/h4-5-1-01.jpg

（
4
） 

高
齢
者
と
少
年
の
万
引
き
の
検
挙
件
数
の
時
系
列
的
な
推
移
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
高
齢
者
に
よ
る
万
引
き
の
防
止
に
向
け
た
一
考
察
」
日
本

法
学
八
〇
巻
二
号
二
〇
一
四
年
一
四
二
頁
参
照

（
5
） 

（
犯
罪
白
書
平
成
二
七
年
版
か
ら
転
記
）http://hakusyo1.m

oj.go.jp/jp/62/nfm
/im
ages/full/h4-5-1-03.jpg

（
6
） 

（
犯
罪
白
書
平
成
二
七
年
版
か
ら
転
記
）http://hakusyo1.m

oj.go.jp/jp/62/nfm
/im
ages/full/h4-5-2-01.jpg

（
7
） 

事
件
事
務
規
程
（
最
終
改
正
平
成
二
五
年
三
月
一
九
日
法
務
省
刑
総
訓
第
一
号　

平
成
二
五
年
四
月
一
日
施
行
）
の
七
五
条
で
は
、「
検
察
官

は
、
事
件
を
不
起
訴
処
分
に
付
す
る
と
き
は
、
不
起
訴
・
中
止
裁
定
書
（
様
式
第
一
一
七
号
）
に
よ
り
不
起
訴
の
裁
定
を
す
る
。
検
察
官
が
少
年
事

件
を
家
庭
裁
判
所
に
送
致
し
な
い
処
分
に
付
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。」
と
、
規
定
し
、
そ
の
二
項
二
〇
号
で
「
起
訴
猶
予
被
疑
事
実
が
明
白

な
場
合
に
お
い
て
、
被
疑
者
の
性
格
、
年
齢
及
び
境
遇
、
犯
罪
の
軽
重
及
び
情
状
並
び
に
犯
罪
後
の
情
況
に
よ
り
訴
追
を
必
要
と
し
な
い
と
き
。」

と
し
て
い
る
。

四
八
六



刑
事
政
策
に
お
け
る
更
生
緊
急
保
護
の
現
代
的
役
割
に
つ
い
て
（
尾
田
）

（
七
一
九
）

（
8
） 

特
別
予
防
は
、
刑
罰
に
よ
っ
て
犯
人
を
改
善
し
、
そ
の
犯
人
が
再
び
犯
罪
に
陥
る
こ
と
を
予
防
す
る
こ
と
を
い
い
、
犯
人
の
特
性
に
対
応
し
た

改
善
更
生
の
手
段
で
あ
る
と
し
、「
刑
罰
の
個
別
化
」
が
強
調
さ
れ
る
。
通
説
的
見
解
は
、
刑
罰
に
お
け
る
一
般
予
防
及
び
特
別
予
防
の
機
能
の
併

存
を
認
め
て
い
る
。
矯
正
現
場
や
保
護
の
現
場
で
は
、
個
々
の
対
象
者
に
相
応
し
い
個
別
処
遇
が
模
索
さ
れ
て
き
て
い
る
。

（
9
） 
起
訴
便
宜
主
義
を
採
用
す
る
理
由
と
し
て
、
①
被
疑
者
に
対
す
る
刑
事
政
策
的
配
慮
、
②
被
害
者
そ
の
他
の
市
民
の
意
思
の
尊
重
、
③
検
察
官

は
、
社
会
の
声
特
に
訴
追
を
不
要
と
す
る
声
に
は
耳
を
傾
け
る
必
要
が
あ
る
、
④
訴
訟
経
済
的
観
点
か
ら
、
軽
微
事
件
に
つ
い
て
司
法
の
負
担
軽
減

を
図
り
、
重
大
事
件
の
審
理
に
必
要
な
時
間
を
架
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
等
が
あ
る
。

（
10
） 

検
察
審
査
会
法
で
は
、
審
査
申
立
て
に
つ
い
て
特
に
期
間
制
限
を
設
け
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
公
訴
時
効
が
完
成
す
る
と
起
訴
で
き
な
く
な
る

の
で
、
公
訴
時
効
完
成
ま
で
の
日
数
か
ら
審
査
や
起
訴
の
手
続
に
か
か
る
日
数
を
引
い
た
分
く
ら
い
の
余
裕
は
必
要
と
考
え
ら
れ
、
運
用
が
為
さ
れ

て
い
る
。

（
11
） 

『
不
起
訴
処
分
』
は
検
察
官
の
処
分
で
あ
り
、
裁
判
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
確
定
と
い
う
概
念
に
も
該
当
し
な
い
。
そ
こ
で
、
不
起
訴
処
分
に

な
っ
た
案
件
に
つ
い
て
、
再
び
捜
査
、
起
訴
す
る
と
い
う
こ
と
は
法
的
に
禁
じ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
特
殊
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
後
日
捜

査
が
再
開
さ
れ
、
公
訴
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
（
事
件
事
務
規
程
三
条
（
六
））、
こ
れ
を
再
起
と
呼
ん
で
い
る
。

（
12
） 

一
九
二
二
年
の
大
正
刑
事
訴
訟
法
（
大
正
一
一
年
法
律
第
七
五
号
）
は
起
訴
猶
予
を
明
文
で
規
定
し
、「
犯
人
ノ
性
格
、
年
齢
及
境
遇
並
犯
罪

ノ
情
状
及
犯
罪
後
ノ
情
況
ニ
因
リ
訴
追
ヲ
必
要
ト
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
公
訴
ヲ
提
起
セ
サ
ル
コ
ト
ヲ
得
」（
二
七
九
条
）
と
し
て
起
訴
便
宜
主
義
を
採
用

し
た
。
起
訴
留
保
期
間
中
に
、
特
別
予
防
効
果
を
よ
り
期
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。

（
13
） 

三
井
誠
「
猶
予
制
度
」
刑
事
政
策
講
座
一
巻
二
九
三
〜
三
〇
〇
頁
〈
一
九
七
一
年
〉
で
、
起
訴
猶
予
制
度
の
変
遷
を
五
期
に
分
け
、
そ
の
性
格

を
四
つ
の
型
概
念
に
分
類
し
て
い
る
。
藤
本
哲
也
「
刑
事
政
策
概
論
〈
全
訂
第
六
版
〉」
一
七
六
頁
（
二
〇
一
〇
年
）

（
14
） 

再
起
が
行
わ
れ
る
典
型
例
は
、
被
疑
者
が
被
害
者
へ
の
攻
撃
的
な
こ
と
（
報
復
）
を
し
て
い
る
、
な
ど
の
特
殊
事
情
が
あ
る
場
合
な
ど
で
あ
る
。

（
15
） 

更
生
保
護
法
八
五
条
六
項　

更
生
緊
急
保
護
に
関
し
職
業
の
斡
旋
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
公
共
職
業
安
定
所
は
、
更
生
緊
急

保
護
を
行
う
者
の
協
力
を
得
て
、
職
業
安
定
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
更
生
緊
急
保
護
の
対
象
と
な
る
者
の
能
力
に
適
当
な
職
業
を
斡
旋
す
る
こ
と
に

努
め
る
も
の
と
す
る
。
そ
し
て
、
更
生
保
護
事
業
法
四
六
条
（
四
）
に
よ
り
、「
職
業
紹
介
事
業
を
自
ら
行
お
う
と
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
職
業
安

四
八
七



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
六
年
十
月
）

（
七
二
〇
）

定
法
の
規
定
に
よ
り
職
業
紹
介
事
業
を
行
う
許
可
を
得
て
い
る
こ
と
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
16
） 

自
立
準
備
ホ
ー
ム
と
は
、
平
成
二
三
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
「
緊
急
的
住
居
確
保
・
自
立
支
援
対
策
」
に
基
づ
き
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
が
管
理
す

る
施
設
の
空
き
ベ
ッ
ド
等
を
活
用
す
る
も
の
で
、
こ
の
施
設
を
「
自
立
準
備
ホ
ー
ム
」
と
呼
び
、
あ
ら
か
じ
め
保
護
観
察
所
に
登
録
し
た
民
間
法

人
・
団
体
の
事
業
者
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
会
社
法
人
、
宗
教
法
人
、
社
会
福
祉
法
人
、
一
般
社
団
（
財
団
）
法
人
等
。
以
下
「
登
録
事
業
者
」
と
い

う
。）
が
、
保
護
が
必
要
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
保
護
観
察
所
か
ら
事
業
者
に
対
し
て
宿
泊
場
所
、
食
事
の
提
供
と
共
に
、
毎
日
の
生
活
指
導
等
を

受
託
し
て
実
施
す
る
施
設
を
指
す
。
各
事
業
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
生
か
し
て
自
立
準
備
ホ
ー
ム
を
運
営
し
て
い
る
。
施
設
の
形
態
は
様
々
の

も
の
が
あ
り
、
複
数
の
人
が
ひ
と
つ
の
部
屋
を
共
同
で
使
う
タ
イ
プ
も
あ
れ
ば
個
室
の
場
合
も
あ
る
。
普
通
の
ア
パ
ー
ト
を
借
り
て
そ
れ
を
利
用
し

て
い
る
場
合
も
あ
る
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
の
形
態
で
あ
れ
自
立
準
備
ホ
ー
ム
の
職
員
が
毎
日
生
活
指
導
や
集
団
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
）
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
自
立
を
支
援
し
て
い
る
。
な
お
、
二
〇
一
一
年
四
月
に
宮
崎
県
の
民
間
団
体
が
全
国
で
初
め
て
「
自
立
準
備
ホ
ー
ム
」

の
運
営
を
受
託
し
、
二
〇
一
一
年
五
月
末
時
点
で
、
登
録
団
体
（
二
三
の
都
道
府
県
）
に
あ
り
、
計
三
六
団
体
と
な
っ
て
い
る
。

（
17
） 

（
犯
罪
白
書
平
成
二
七
年
版
か
ら
転
記
）http://hakusyo1.m

oj.go.jp/jp/62/nfm
/im
ages/thum

bnail/h4-1-3-04.jpg

（
18
） 

（
犯
罪
白
書
平
成
二
七
年
版
か
ら
転
記
）http://hakusyo1.m

oj.go.jp/jp/62/nfm
/im
ages/thum

bnail/h4-1-3-06.jpg

（
19
） 

（
犯
罪
白
書
平
成
二
七
年
版
か
ら
転
記
）http://hakusyo1.m

oj.go.jp/jp/62/nfm
/im
ages/thum

bnail/h4-1-3-08.jpg

（
20
） 

平
成
二
五
年
法
律
第
一
〇
五
号
と
し
て
、
制
定

（
21
） 

藤
本
哲
也
は
、
昭
和
三
六
年
か
ら
横
浜
地
方
検
察
庁
を
は
じ
め
と
し
て
、
全
国
一
二
の
地
方
検
察
庁
で
、
主
と
し
て
二
五
歳
以
下
の
若
年
犯
罪

者
に
対
し
て
施
行
さ
れ
た
「
更
生
保
護
措
置
付
起
訴
猶
予
制
度
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
制
度
が
「
起
訴
・
不
起
訴
の
判
断
を
更
生
保
護
措
置
の
有
無

に
よ
っ
て
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
こ
と
か
ら
、
起
訴
猶
予
制
度
の
一
類
型
と
し
て
は
採
用
す
べ
き
で
は
な
い
と
」
と
し
て
い
る
。

「
刑
事
政
策
概
論
〈
全
訂
第
六
版
第
三
刷
〉」
青
林
書
院
〈
二
〇
一
〇
〉
一
一
七
頁

（
22
） 

長
崎
に
お
け
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
南
髙
愛
隣
会
理
事
長
・
田
島
良
昭
さ
ん
へ
の
取
材
記
事
が
産
経
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

（
二
〇
一
三
年
（
平
成
二
五
年
）
一
月
八
日
）。
こ
の
中
で
、
二
〇
一
二
年
（
平
成
二
四
年
）
二
月
に
、
長
崎
地
裁
後
藤
支
部
で
の
論
告
求
刑
で
、
検

察
側
が
「
民
間
の
更
生
保
護
施
設
入
居
を
条
件
と
し
た
保
護
観
察
付
執
行
猶
予
判
決
」
を
求
め
た
が
、
こ
の
背
景
に
は
、
田
島
さ
ん
の
助
言
も
有
っ

四
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刑
事
政
策
に
お
け
る
更
生
緊
急
保
護
の
現
代
的
役
割
に
つ
い
て
（
尾
田
）

（
七
二
一
）

た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
23
） 

東
京
地
検
は
、「
社
会
復
帰
支
援
室
」、
仙
台
地
検
は
、「
刑
事
政
策
推
進
室
」、
大
阪
地
検
は
、「
再
犯
防
止
支
援
室
」
を
設
け
非
常
勤
の
社
会

福
祉
士
を
社
会
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
雇
用
、
札
幌
・
京
都
・
横
浜
の
各
地
検
で
は
外
部
の
社
会
福
祉
士
と
連
携
し
て
、
釈
放
後
の
再
犯
防
止

と
社
会
復
帰
を
支
援
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
に
よ
る
司
法
と
連
携
し
た
取
組
に
関
し
て
は
、
①
地
域
生
活
定
着
支
援
（
促
進
）
事
業
と
し
て
平
成
二
一
年
度
か
ら
、
②
社
会
福
祉

推
進
事
業
「
罪
に
問
わ
れ
た
高
齢
・
障
が
い
者
等
へ
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
の
た
め
の
諸
制
度
の
構
築
事
業
」
平
成
二
五
・
二
六
年
度
、
③
社
会
福

祉
推
進
事
業
「
司
法
分
野
に
お
け
る
社
会
福
祉
士
の
関
与
の
あ
り
方
に
関
す
る
連
携
ス
キ
ー
ム
検
討
事
業
」
平
成
二
五
・
二
六
年
度
が
実
施
さ
れ
た
。

（
24
） 

徳
田
暁
「
罪
に
問
わ
れ
た
障
害
者
に
対
す
る
取
組
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
（
二
〇
一
五
・
四
）　

五
四
頁

（
25
） 

取
組
の
拡
充

⑴ 　

平
成
二
五
年
一
〇
月
か
ら
、
保
護
観
察
所
七
庁
に
お
い
て
、
対
応
す
る
地
方
検
察
庁
と
連
携
し
て
、
更
生
緊
急
保
護
に
関
す
る
前
記
の
取
組

を
実
施

⑵ 　

同
年
度
に
お
け
る
効
果
を
検
証
し
た
と
こ
ろ
、
障
害
等
の
問
題
を
抱
え
、
又
は
ホ
ー
ム
レ
ス
の
状
況
に
あ
る
起
訴
猶
予
者
等
に
つ
い
て
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
受
給
調
整
や
居
住
地
の
確
保
等
、
支
援
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
つ
き
、
相
応
の
成
果
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
二
六
年

度
に
お
い
て
、
保
護
観
察
所
一
三
庁
を
新
た
に
試
行
庁
に
指
定

【
平
成
二
五
年
度
か
ら
の
実
施
庁
】

仙
台
、
福
島
、
水
戸
、
富
山
、
広
島
、
高
松
及
び
熊
本
・
・
・
計
七
庁

【
平
成
二
六
年
度
新
規
試
行
庁
】

札
幌
、
釧
路
、
前
橋
、
甲
府
、
岐
阜
、
名
古
屋
、
神
戸
、
奈
良
、
松
江
、
徳
島
、
佐
賀
、
大
分
及
び
宮
崎
・
計
一
三
庁

【
平
成
二
五
年
度
に
お
け
る
実
施
状
況
】

支
援
を
実
施
し
た
人
数
：
八
八
人

本
人
の
状
況
：
ホ
ー
ム
レ
ス
五
七
人
、
知
的
障
害
一
四
人
、
精
神
障
害
七
人
、
身
体
障
害
三
人
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
四
人
、
認
知
症
三
人

四
八
九



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
二
号
（
二
〇
一
六
年
十
月
）

（
七
二
二
）

（
重
複
計
上
あ
り
）

実
施
し
た
支
援
の
内
容
：
居
住
地
（
更
生
保
護
施
設
、
自
立
準
備
ホ
ー
ム
等
）
の
確
保
六
六
人
、
就
労
支
援
八
人
、
生
活
保
護
受
給
の
調
整

一
一
人
、
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
調
整
一
七
人
（
重
複
計
上
あ
り
）

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
：
六
三
人
に
実
施

な
お
、「
事
前
調
整
」
の
趣
旨
と
具
体
的
手
続
き
に
関
し
て
は
、
藤
本
・
生
島
・
辰
野
「
よ
く
分
か
る
更
生
保
護
」
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

（
二
〇
一
六
年
二
月
）
一
二
二
・
一
二
三
頁
、
松
本
勝
（
編
著
）
更
生
保
護
入
門
（
第
四
版
）
成
文
堂
（
二
〇
一
五
年
三
月
）
一
二
七
頁
を
参
照

さ
れ
た
い
。

（
26
） 

平
成
二
五
年
六
月
に
成
立
し
た
「
薬
物
使
用
等
の
罪
を
犯
し
た
者
に
対
す
る
刑
の
一
部
の
執
行
猶
予
に
関
す
る
法
律
」
は
、
現
行
の
実
刑
と
執

行
猶
予
と
の
「
中
間
刑
」
に
当
た
る
一
部
執
行
猶
予
制
度
を
導
入
し
、
受
刑
者
を
刑
期
の
途
中
で
釈
放
す
る
。
社
会
復
帰
を
促
す
こ
と
で
再
犯
防
止

に
つ
な
げ
る
狙
い
が
あ
る
。
対
象
者
は
〈
一
〉
三
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
禁
錮
刑
が
言
い
渡
さ
れ
、
初
め
て
刑
務
所
に
入
る
者
〈
二
〉
覚
醒
剤
な
ど

の
薬
物
使
用
者
で
、
三
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
禁
錮
刑
が
言
い
渡
さ
れ
る
者
、
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
軽
微
な
犯
罪
を
繰
り
返
す
高
齢
受
刑
者
は
、
そ

の
対
象
と
な
っ
て
は
い
な
い
。
こ
の
制
度
に
関
し
て
は
、
太
田
達
也
「
刑
の
一
部
執
行
猶
予
」
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
（
二
〇
一
四
年
）
に
詳
述
さ

れ
て
い
る
。

（
27
） 

平
成
一
五
年
に
成
立
し
た
「
心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者
の
医
療
及
び
観
察
等
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
保
護

観
察
所
に
配
置
さ
れ
た
専
門
職
で
、
①
処
遇
実
施
計
画
の
作
成
、
②
ケ
ア
会
議
の
開
催
、
③
精
神
保
健
観
察
、
④
関
係
機
関
と
の
連
携
確
保
が
、
そ

の
主
な
仕
事
で
あ
る
が
、
対
象
者
に
対
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
心
神
喪
失
者
等
医
療
観
察
法

の
仕
組
み
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
参
照http://w

w
w
.m
hlw
.go.jp/bunya/shougaihoken/sinsin/gaiyo.htm

l

（
28
） 

指
定
保
護
司
に
つ
い
て
は
、
交
通
短
期
保
護
観
察
に
お
い
て
、
実
施
さ
れ
る
集
団
処
遇
を
担
当
す
る
者
と
し
て
指
定
さ
れ
た
ケ
ー
ス
（
平
成

二
〇
年
五
月
二
八
日
付
け
法
務
省
保
観
第
四
三
二
号
保
護
局
長
通
達
「
指
定
交
通
保
護
司
に
交
通
短
期
保
護
観
察
の
集
団
処
遇
を
実
施
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
地
域
の
指
定
に
つ
い
て
」）、
被
害
者
対
策
に
当
た
る
保
護
司
と
し
て
各
観
察
所
に
複
数
名
配
置
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
（
平
成
一
九

年
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
、
全
国
五
〇
カ
所
の
保
護
観
察
所
す
べ
て
に
被
害
者
支
援
専
門
の
保
護
司
を
置
い
て
い
る
。
東
京
、
大
阪
な
ど
の
大
規
模

四
九
〇



刑
事
政
策
に
お
け
る
更
生
緊
急
保
護
の
現
代
的
役
割
に
つ
い
て
（
尾
田
）

（
七
二
三
）

庁
に
は
数
人
、
小
規
模
庁
に
も
最
低
一
人
を
配
置
し
、
全
国
で
常
に
数
十
人
以
上
が
被
害
者
支
援
に
臨
め
る
態
勢
を
つ
く
っ
て
い
る
。）。
被
害
者
支

援
の
詳
細
は
、
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
参
照http://w

w
w
.m
oj.go.jp/hogo1/soum

u/hogo_victim
01.htm

l
（
29
） 
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
は
、
保
護
司
・
保
護
司
会
が
、
地
域
の
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
で
更
生
保
護
活
動
を
行

う
た
め
の
拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
多
く
は
保
護
司
会
が
市
町
村
や
公
的
機
関
の
施
設
の
一
部
を
借
用
し
て
お
り
、
経
験
豊
富

な
「
企
画
調
整
保
護
司
」
が
常
駐
し
て
、
保
護
司
の
処
遇
活
動
に
対
す
る
支
援
や
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
等
を

行
っ
て
い
る
。

四
九
一
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